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環境経営の基盤 環境経営情報システム

環境経営の意思決定支援や

環境配慮設計を推進する情報システムです。

「環境経営情報システム」は、環境経

営の進　を把握・推進するためのシ

ステムで、環境負荷を集計する「環境

負荷情報システム」と、環境コスト・効

果を集計する「環境会計システム」で

構成されています。収集した情報を加

工・解析することにより、事業活動全

体の統合環境影響の把握＊１をはじ

め、環境行動計画＊2 の策定、環境経

営の意思決定支援、環境配慮設計の

推進、部門別の改善活動、コーポレー

ト環境会計＊3 の集計や社会への情

報開示に役立てています。
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環境負荷情報システム
調達、設計、製造、輸送・販売、使用、保守・

サービス、回収・リサイクルの各事業工

程、および事業全体の環境負荷を把握・

集計するシステムです。事業全体の環境負

荷をとらえるのはもちろん、各事業工程

における業務フローの中から環境データ

を自動的に収集し、それぞれの環境改善

活動のPDCAにも活用しています。デー

タ分析や改善活動により活用しやすいシ

ステムの構築を推し進めるとともに、収

集データの項目や範囲拡大、精度向上に

取り組んでいます。2006年度は、主要な

部品の環境影響化学物質情報の自動判

定システムと、WEEEにも対応した製品リ

サイクル情報の開示のためのシステム＊

を構築しました。

環境会計システム
環境負荷情報システムの環境保全効果

データと、会計システムの環境コストデー

タを集計し、環境経営指標＊などに加工

することにより、「コーポレート環境会計」

をタイムリーに把握するシステムです。
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環境経営情報システム

環境会計システム

環境負荷情報

調
　

達

環境配慮設計を推進するために、環境
面・コスト面から最適な材料や部品を
選定するシステムです。調達管理システ
ムや化学物質管理システムと、設計の
CADシステムが連動しています。

事業活動の環境負荷を把握するための
システムです。生産系事業所はもちろ
ん、本社オフィスなど非生産系事業所を
含む全事業所の電気使用量・化学物質
使用量・CO2排出量・廃棄物排出量など
を収集しています。

製
　

造

物流拠点・輸送工程・販売拠点での環境
負荷を削減するために、電気使用量・ガソ
リン使用量・廃棄物発生量などを収集
するシステムです。収集したデータは、
各拠点でのEMSのPDCAにも活用され
ます。2006年度は、日本の改正省エネ法
に対応したシステムの構築を行いました。

輸
送
・
販
売

製品別の環境性能（消費電力・両面生産
性・リサイクル対応設計のレベルなど）
を共有し、環境配慮設計やカタログで
の情報開示などに活用するためのシス
テムです。設計データをもとに製品別の
環境負荷情報を集計しています。

使
　

用

製品メンテナンス時の環境負荷を把握・
分析するためのシステムです。製品の保
守履歴データベースおよび保守拠点で
のガソリンや電気使用量を集計する
データベースをもとに関連情報を収集し
ています。

保
守
・
サ
ー
ビ
ス

製品設計時のリサイクルプランを回収
製品のリユース・リサイクルに活用するた
めの情報インフラや、再資源化処理の
詳細を把握するシステムを展開してい
ます。

回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル

環境会計集計データベース

統合データベース

PDCA（Plan-Do-Check-Action）＊を
推進するための情報が導き出されます。

環境会計情報

情
報
解
析

情
報
加
工

収集した情報を加工するためのデータ
・生産台数(工程別) ・製品重量 ・販売実績 ・配分情報（部署や設備と製品の関係）

リコーグループの事業活動全体を通した広範
囲かつさまざまなデータを環境経営情報シス
テムから収集し、統合化された環境影響を算
出しています。

環境保全活動による経済効果、および
グループ会社の環境保全コスト・経済効
果を、四半期または半年ごとに環境会計
集計データベースに入力し、集計してい
ます。

会計システム

環境保全コストを把握するために、会計
システムに環境会計コード入力欄を設
け、日時集計される会計情報から環境保
全コストを抽出しています。

統合環境影響の把握

製品の省エネ、省資源、化学物質管理やLCA
設計など、設計者の環境性能のつくり込みの
ために環境経営情報システムと製品設計ツー
ルを連動させています。

環境配慮設計

製品の環境情報をお客様や仕入先企業、リサ
イクル事業者などに開示しています。2006年
度は、Webによる製品リサイクル情報を公開
しました。

情報開示

環境行動計画の策定･進捗管理

環境負荷情報システム

設
　

計

環境経費

環境設備投資

環境経営情報システムから算出した統合環境
影響に基づいて行動計画を策定、削減目標を
設定します。また、集計の自動化や随時実績
を把握、工程ごとのデータ収集の精度を向上
することで問題点を早期に把握
し、改善活動につなげています。

環境行動計画や法規制情報と連動し、グ
リーン調達を推進するためのシステムで
す。仕入先企業とのネットワークを活用
し、原材料や部品の質量・構成素材・含有
化学物質などの情報を収集しています。
2006年度は、リコーエレメックスの計量・
計測器部門について構築を完了しました。
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